
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 9 課

令和元年度 部の運営方針書
上下水道局

109 106 3 人件費

歳入予算額 歳出予算額 担当予算事業数

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 781,008

【局の使命】

　安心で安全な水道水の安定供給と、下水道施設の計画的な整備による雨水・汚水の適切な処理に努め、市民が快適に暮らせる周南市の実現を目指します。

【局の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

安心で安全な水道水の安定供給と下水道施設の計画的な整備を進め、財政基盤の強化を図ります。

［安心で安全な水道水の安定供給］
①配水管等の耐震化…水道施設の耐震化については、災害時においても市民に給水ができるよう、重要給水施設等を中心に送配水管等の計画的な整備を進めます。
②水道水の安定給水…大迫田浄水場の耐震化工事を計画的に行います。
［下水道施設の計画的な整備の促進］
③計画的な浸水・雨水対策の実施…富田中央雨水幹線整備の着実な実施や野村ポンプ場の改築更新に取組むとともに、徳山駅南口地区などにおいて計画的に雨水排除
施設の整備を行い、市街地の浸水対策、雨水対策への取組みを進めます。
④下水道施設の長寿命化…汚水管渠の長寿命化を図るため、布設替えや管渠更生に取組みます。また、徳山中央浄化センターの再構築事業を計画的に進めます。
［財政基盤の強化］
⑤大口使用者特割制度の創設に向けて調査・研究を行います。

【働き方改革による業務改善等の取組み】

　労働基準法改正の趣旨に則り、適正な労務管理に努めるとともに３６協定を遵守します。

7,368

臨時
嘱託職員

3,691



上下水道局

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

6
６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（３）　稼働率の適正化

一の井手浄水場の浄水処理を中止し菊川浄水場に統合することで、浄水場の最大稼働率を６
２．６％に引き上げます。
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実現したい成果　（最終目標）推進施策

６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（６）　汚水処理施設の整備

令和元年度までに、地域の実情や特性に応じた効率的、効果的な汚水処理施設の整備を行うこ
とで、汚水処理人口普及率を９７．１％にします。

６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（１）　経営の安定化

令和元年度に水道事業の経常収支比率を１０７．６％にします。また企業債残高を１１,２０４,９０４
千円にします。同じく、下水道事業の経常収支比率を１０５．９％にします。また企業債残高を２１,
５６３,７５７千円にします。

６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（４）　安全管理の強化

配水池等への監視カメラを増設し、令和元年度までに９カ所にします。令和元年度までに、農薬
類検査項目数を１２０項目に、要検討項目検査項目数を２０項目にします。

６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（７）　雨水排除施設の整備

令和元年度までに、都市浸水対策達成面積を７７１．７ｈａにします。

６　都市基盤
５　水道の安定供給と下水道の充実
（２）　上下水道施設の長寿命化・耐震化

令和元年度までに、浄水施設長寿命化施工数を６カ所にします。水道管路耐震化率を２３％にし
ます。水道基幹管路耐震化率(旧簡易水道を除く)を３０．５％にします。水道基幹管路耐震適合
率(旧簡易水道を除く)を８５．６％にします。下水道管渠の布設替え・更生延長を３．９ｋｍにしま
す。

目標


